OLYMPUS 

ACCURAZOOM 

Citial60 

田使用説明書 

-ご使用前にこの使用説明書慰3読みください。 
.大切な写真(海外旅行など)をお撮りになる前には、 
試し撮りすることをおすすめします。 


⑩ 


撮影の準備を 
しまし よつ 



撮影しましよラ 


さまざまな機能を 
てみましよう 


その他 







このたびは、 ACCURA ZOOM ] 目 O/Citia1 目 0 をお買い上げいただき、ありびとラございます。この 
説明書を良くお読みのうえ、正しくま全にお使いください。また、お読みになった後は、いつでも見ら 
れるようにおずお手元に保管してください。 

安全に関する重要事項は、下の表示と文章で示されます。あなたと他の人々への危害や財産への損害 
を未然に防ぐため、ぶ、ず守ってください。 

表示の意巧は、次のよラになっています。 


A 警告 

この表示を無視して取り扱いを誤った場合に、人び死こまたは重傷を負う可能性び想定される内 
容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り撮いをずると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容および物 
的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 

0 

この記号は禁止（し口まいけないこと）をおしています。 

〇 

この記号は必ず実行していただく強制内容を示しています。 












電池について 

A 

警告 

0この製品で指定されてない電池を使わない。 

0充電でをないアルカ U 電池、 U チウム電池などを充電しない。 

0火の中への投入、加熱、盛と©極間のショート、分解をしない。 

0電池の極1性（@と@)を逆に入れない。 

電池は、液漏れ、発熱、発火、破裂する恐れびあります。 

A 

警告 

S ) 電池は幼児-子供の手の届くところに置かない。 

電池は幼児-子供び飲み込む恐れびあります。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談する。 

本機について 

i 

〇万一、使用中に変な音、熱い、焦げ臭い、煙び出るなどの異常を感じた日、 

①乂傷に注意しなび5速やかに電池を抜く。 

霞お買い上げ店または才 U ン>< (スサービスステーシヨンへ修理に出す。 

放置すると火災や火傷の原因となります。 
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A 

警告 

©落下や損傷により内部び露出したら、 

①露出した内部に絶巧触れない。 

③感電、火傷、ケガに注意し、直ちに電池を扳く。 

③お買い上げ店または才 U ン パスサービスステーシ ヨンへ 修理に出す。 

内部高電圧回路による感電、ケガ、火傷の恐れびあります。 

A 

警告 

A 

警告 

の分解、修理、改造をしない。 

内部高電圧回路による感電やケガの恐れびあります。 

©水に落としたり、内部に水旌鼠燃えやすい異物）び入った5、 

①速やかに電池を抜く。 

風お買い上げ店または才 U ンパスサービスステーシ ヨンへ 修理に出す。 

そのまま使用すると火災や感電の危険びあります。 

A 

警告 

A 

敢化 

4 言口 

&引火性ガスや物質（ガソリン、ベンジン、シンナー等）の近くで使用しない。 

爆発や火災、火傷の原因となります。 

&この製品を幼児-子供の手の届く範囲に放置しない。 

また、幼児•子供の近くで使用する時は、細むのま意を払い、不用意に製品から離れな 
いで<ださい。幼児-子供には安全警告-注意の内容び理解でさません。 


加えてしソ下のよラな事故の恐れびあります。 

例えば-誤ってストラップを首に巻さ付け、窒息を起こす。 

-操作を誤りケガや感電事故等を起こす。 

- U モコンを誤って飲み込む。万一、飲み込んだら直ちに医師に相談する。 


フラッシュ-その他 


A 


&フラッシュ発光部に皮膚や物を密着させて発光させない。 
また、フラッシュ連続発光後、フラッシュ部分に触らない。 
乂傷の恐れびあります。 




&車両（自転車、車、列車等）の運乾者に向けてフラッシュ発光しない。 

交通事故等の原因となります。 

フラッシュをオフにするかまたはフラッシュび発光しないことを確認してから撮 
影して < ださし、。 


A 

ま意 

A 


警告 


の人や動物の目に近づけてフラッシュを発光させないでください。 
一時的に視力に影響を与えます。 

( S ) U モコンを分解したり、加熱、火中に投じない。 

破裂する恐れびあります。 


己 





主な特長 

■38 mm 〜1日日 mm までの 4.2 倍ズームレンズを内蔵。 

■ U モコン撮影が楽しめます。 

■撮影途中に切り替えレバーの操作で簡単にパノラマ撮影が楽しめます。 


この使用説明書には 1；( 下のよラな記号び使われています。 


S 




— f 

禁止 

、レ 

順序 ... 操作 

操作順序 

し'； 

自動的に作動する 


点灯 

点滅 

ま目 

軽く巧す 


己 


‘説日月文中の I I 內のま意事項には、特に気を付けてお読みください。 

•本文中のイラストは、実際の製品と異なる場合びあります。 



撮影の準備を 
しましよラ 


各部の名称 . 8 

ファインダーの表示 . 1日 

液晶バネルの表示 . 11 

視度調節のしかた . 12 


ストラツフ/ソフトケースの使いち…13 


使いち早わか D . 14 

電池を入れます . 18 

電おをチェックします . 19 

カメラに慣れましよう . 20 


撮影しましよラ 


フイルムを入れます . 22 

写します . 2已 


撮影び終った6 . 31 

フイルムを取り出します . 32 


さまざまな機能を 
使ってみましよう 


パノラマ撮影のしかた . 33 

フラッシュ/遠景撮影のしかた . 3已 

セルフタイマー /U モ コン撮影のしかた…43 
セルフタイマー . 44 


U モコン撮影 . 4已 

U モコンの C - 300 C ) に関するごま意 •46 
日がクオーツデート)操作ボタンの軌、方 -48 
日付-時分の合わせかた . 49 



QSA . 

.... 已 1 

ア フターヴー ビスについて . 

...60 

その他 

取り扱い上のごを意 . 

.... 已 2 

オリンパスカメラクラプのご案内… 

-.61 

電池に関するごを意 . 

修理に出す前にお確かめください-’' 

... 已 4 
…已 6 

主な仕様 . 

.…62 





























各 p |5 の名称 


シャッターボタン （ P .21) 
遠中巻き戻しボタン （ P .3 吕） 
ズームレバー （ P .26) 

T 側へ巧すと望遠に 
W 側へ巧すと広角になります。 

セルフ / U モコンシグナル 

裏ぶた開放ノブ ( P .23) — 

ストラップ取付部 ( P .13) 

AF 測距部な 


セルフ/リモコンボタン ( P .43,4 己） 



U モコン受光部 


フラッシュ/遠景モードボタン 
( P .3 己〜 42) 

液晶パネル （ P .11) 

カメラの操作状態やモードを表示し 
ます。 

フラッシュな 
ファィンダー 
AF 補助光な 
AE 測光部 ☆ 

レンズ ☆ 


日付(クオーツデート)操作ボタン （ P .48 〜已 0) 


☆部は巧さないよラご注意ください。（☆部のちれはピンボケや不鮮明な写真の原因になります。やわらかい布でよく 
ふさ取ってください。） 


8 

撮影の準備をしましよう 







ファインダー 


視度調節ダイヤル (P.12) 


電池ぶた (P.18) 


緑ランプ (P.1 日) 


パワースイッチ （P.25) 



パノラマ切り替えレバー 
(P.33) 

フイルム確認窓 


裏ぶた 




ファインダーの表示 


標準モード時 

才ートフオーカスマーク ( P .27) 
ピントを合わはたいものに合 
わせます。 


パノラマモード時 


近距離補正マーク （P.29) 



近くのをのを撮る時はこのマー 
ク内び撮影範囲になります。 


緑ランプ 

点火了…撮影でをます。 

遅い点滅 

••’シャッターび切れません。 
被写体び近すぎる。 （ P .29) 
または、フラッシュ充電中。 
( P .36) 

早い点滅 

••’シャッターは切れますびピ 
ントび合わないことびあ D 
ます。（オートフォーカスの 
苦手被写体です） 







液晶パネルの表示 


強制発光モード （P.39) 

遠景モード （P.4 日） 

発光停止モード （P.38) 

夜景モード （P.41) 

赤目軽減発光モード 
(P.37/42) 



图巧）1 

側 


曰付（クオーツデート) 
(P.4 呂〜已 0) 


電池残量 (P.19) 


フイルムコマ数 
(P.24/32) 

セルフタイ7— 
(P.44) 


U モコン （P.4 已) 


* 説明のために、全ての表示を点なさせた状態です。 




左回しび遠視用補正方向、 
ち回しが近視用補正ち向 
です。 


才ートフォーカスマークび鮮明に見える位置へ 
視度調節ダイヤルを回します。 



皿 


い 〇 〇 〇 〇卜' 


POWER ON/ 01 




視度調節のしかた I なな if 


び度と。 
体視こす 
写、すま 
被ち回〇 
ににをな 
時合ル< 
影場ヤす 
撮いィや 
離6ダ見 
距ず節、 
近見調で 
































ストラップ/ソフトケースの使い方 


ストラップの取り付け方 



ンを押す事びでをます。 


ソフトケース 



リモコンは必ず図 
の向さにして入れ 
て < ださい。 


ベルト通しを使って、腰につけ 
ることちでをます。 


リモコン収納袋 



※ソフトケースの内側 • 側面にリモコン収納袋びあ 
ります。 （P.46) 






使い方早わかり 通常の撮影手順 


1 電池を入れます。 

I .(P.18) 




IS 日4日日のフイルムをおすす 
めします。 



















裏ぶたを開じると自動 パワースイッチを 

4 的に]コマ目まで巻き pr スライドし電源を入 

■上がります。 ( P .24) し）. れます。 ( P .24) 


6 . 


コマ数表示が！になつ 
ていることを確詔、しま 
す。 ( P .24) 



































ズームレノ く一を操作 撮りたいをのに才ート シャッターボタンを軽 

-7 して構図を決めます。 Q フオーカスマークを含 （3 く巧し緑ランプの点な 

/ . ( P .26) 0. わせます。 ( P .27) こづ-を確認します。 ( P ぶ 7) 













シャッターボタンを 
押し切って撮影しま 
■す。 ( P .28) 



暗い時はフラッシュび自動的 
に発光します。 （ P .3 色） 



フイルムが終わると 
自動的に巻さ戻しま 
■す。 （ P .32) 


裏ぶたを開け、フイ 


] n ルムを取り出しま 
I と •す。 ( P .32) 















































電池を入れます 


電池に関するご注意をお読みください。 ( P . 己4/已已） 

1 電池ぶたの下側を巧しなび日、 〇電池指示マークの通りに電池を 

I . まわして開けます。 C こ.入れ、電池ぶたを閉めます。 




電ミ也を入れる時は電源を切った状態で行ってく 3 VIJ チウム電池 ( CR 2)1 本をご使用ください。 
だ。し、 にィルムの10本分の撮影びできます。 ( P . 己1 ) I 







電池をチェックします 


1 パワースイッチをスライドして 
I . ON にし、電池残量をチェックし 





隔站か口 I 


長期の旅行、結婚式や、毒;令地での撮影には予 
備の電池をご用意ください。電池を換えた後 
は、日付■時分ををわせてください。 （P.4 目) 


電池残量表示の状態 

意味 

か点灯。 

電池の容量は十分です。 
撮影できます。（約] 2秒 
後に自動的に消えます） 

し が点滅し、液 
晶パネルの他の表 
示は通常通り点灯。 

電池の容量がかな 
<なりました。 

新しい電池と交換して 
<ださい。 

し心 曰、点滅し、液 
晶パネルの他の表 
示は消灯。 

電池の容量がな< 

なじました。 

新しい電池と交換して 
<ださい。 



























カメラに慣れましよう 


カメラの構え方 

よこ位置 


たて位置 


悪い例 















シヤッターボタンの}甲し方 フイルムを入れる前に練習しましよラ。 



ピントび固定されます。 



シャッターび切れます。 


シャツターボタンは静 
かに押してください。 
シャッターボタンを押 
す時に力 ラがぶれる 
と写真がボケる原因と 
なります。 


01詔 1 ファインダー横の緑ランプが点灯します。 


















フイルムを入れます 


雲ぶた開放ノつを押し上げ雲ぶ 
•たを開けます。 



レンズなど力 x ラ内部に軸れないようにミち意 
して < ださい。レンズにゴ S がついていた5、 
ブ□アーブラシなどで取り除いてください。 


2 . 


フイ；レムを入れ、浮かないように 
押さえます。 



IS 日4□日のフイルムをおすすめします。 

DX コード付フイルム LU がを使ラ場合は 
IS 01 日0のフイルムをご使用ください。 


撮影しましよう 



























良い例のようにフィルムの出□を軽く押さえてフィルムをセット 
し、裏ぶたのち端を押して確実に閉めてください。 

悪い例のようにフィルムの出□が浮いていると、ラまく巻き上び 
日ないことがあります。 

良い例 

伽 

巻さ取り軸のところのフィル 
ム状のものには手を觸れない 
で < ださい。 



\ ^~~ .， ~~，/ 

悪い例 
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フイルムの先端を 卜円 LMl 
の矢印の先まで出した状態で裏 
ぶたを閉じます。 



自動的にフイルムび1コマ目まで巻を上び D ます。 


フイルムガイド A の間にフイルムび正しく位置し 
ていることを確認して雲ぶたを開じてください。 


/Iパワースイッチをスライドして 
4.0 N にします。 



f び点滅している時はち5—度フイルムを入 
れ直してください。 






























写します 


- l パワースイッチをスライドして 
I . ON にしまず。 



[確認；） レンブバ U アび開を、レンズび繰0出 
され液晶バネ J レ表示び点巧します。 
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O ファインダーをのぞさ、ズームレ 
と.) く一を操作して構図をきめます。 



吕已 


ズームレバーの使い方 



T 側対甲します。 
望遠側 ( TELE ) は 
160 mm まで 


W 側を押します。 
広角側 ( WIDE ) は 
38 mm まで 















a 撮りたし''わの I し才ートフオーカ 
スマークを合わせます。 



オートフオーカスマーク 


A 警告 〇 レンズやつアインダーを通して太陽や強 
い光源を見ない。失明の恐れびあります。 


4 シャッターボタンを軽く押して 
.ピントを合わせます。 



オートフオーカスの精度を向上させるた 
め、自動的に AF 補助光び発光します。 
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pr そのままシャッターボタンを押 
〇 - しお]ると撮影できます。 



ルム コマ 数表示び] コマ 進みます。 
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マルチオートフオーカス 



このカメラはマルチオートフォーカスシステ 
ムを内蔵していますので、このよラな構図で 
もピントび合いやすくなりました。 













撮影距離 


撮影は WIDE 時 0.7 m 〜00(無限遠) 、 TELE 時 
1 .2 m 〜00(無限遠)の範囲で行ってください。 


撮影の近距離限界は撮影レンズの焦点距離により臭 
なります。 WIDE と TE にの間は、日. 7 m と1 .2 m の間 
になります。撮影の近距離限界より近い距離で緑ラン 
プび遅い点滅をした時は、シャッターは切れません。 
緑ランプび点なする距離まで離れて撮影してください。 
ただし極端に近い距離ではシャッターは切れますび、 
ピントは合いません。 

-ピントはオートフオーカス （ AF ) により自動的に 
合いますび、条件により冉 F の苦手な被写体をあ 
ります。 （ P .30) 


近距離補正 



撮影範囲 フレームは〇〇( 無限遠)時に写る範囲ですび、 
撮りたいちのまでの距離び近づ< につれて写る範囲 
びち下に移動します。近距離限界の時は近距離補正 
マーク内（青の範囲）び実際に写る範囲となります。 









ピントの合いにくいもの（オートフォーカスの苦手被写体） 

ACCURA ZOOM 1 60/ Citial 6日は、ほとんどの被写体に巧して才ートフオーカスが 
巧能ですが政下の①〜⑥のような条件では、ファインダー横の緑ランプが点灯ちしくは、 
早い点滅をした時、シャッターは切れますがピントが合っていない時があります。 


下のよラなものを撮りたい時は、同じ距離にあるちのでピントを合わせてから構図を決めて撮影 
してください。 




①コントラスト 
のない被写体 


②縦線のない 
被写体 


③画面の一部 
に極端に明 
るいをのび 
ある被写体 


④遠いをのと 
近いちのび 
共存する被 
写体 


⑤繰り返し模様 
の被写体 


⑥強い逆光の被 
写体 




























撮影び終った 5 


1パワースイッチをスライドして 
I . OFF にします。 



レンズび収納され、レンズバ IJ アび閉じます。 
また、液晶バネルの表示び消えます。 


31 

























フイルムを取り出します 

フィルムが終わると自動的に巻き戻しを開始しまず。 


作動音び止まり f の点滅表示になってか b 裏 
ぶたを開けてフイルムを取り出してください。 



まを民し中はフィルムコマ数表示び減っていさまず。 


フイルム規定か数よ0をく撮れて終わることびありますが、 
最後に撮該したコマびプ1」ントされないことびあります。 


途中巻さ戻し 



途中で巻を房す時はストラップ調節具の突起部でをを 
戻しボタンを軽く巧してください。 I シャープペンろ瓜 
を ど先のとびったもので強く巧さないでくださし)。 
































パノラマ撮影のしかた 

ノラフモ—ドへの切 D 替を 標準モード時のファインダー 

バノラマ切り替えレバ-を PANORAMA に合抓ると 
バノラ巧-ドになり，元に尉と標準モ-ドになります。 


ノ く ノラマモード時のファインター 


バノラマレ J (一は途中で止めて使用しないでください。 


バノラマモードでは曰付、時分を写し込むこ 
とはできません。 （ P .48) 





さまざまな機能を使つてみましょラ 























パノラマ撮影のしくみ 

フイルム 標準モードで撮影をしたコマ パノラマモードで撮該をしたコマ 



通常サイズのプリント パノラマプリント 

「パノラマプリント」では通常の3已ミ U フイルム1〕マ分の上下をカットして横長の画撒を写し込み、プリント時 
に約12 X 3己 mm の範囲び、パノラマサイズ但9 X 2己 4 mm ) に引き伸ばされます。撮款鄕は通萬と変わりません。 


にく ノラマモードで撮影された場合は店頭にてその旨お伝えください。 


























フラッシュ/違景撮影のしかた 


このカメラには日〕の乃ッシ巧-ドおよび;!景モ-阳；あります。} I 影:!：励’目脚こ合わせてお使いください。 


モードの切り曾え方 

フラッシュ/遠景モードボタ 
ンを押すごとに、ちの順に切 
り誓わります。 

フラッシュモードは液晶パネ 
ルに表示されます。 



表示 

モード 

機能 • 用途 


認. 

オート発光 

暗い時、自動的に発光します。 ( P .3 目） 

- 


赤目軽減発光 

目び赤く写ってしまう現象を軽減します。 ( P .37) 

⑤！ 

発光停止 

フラッシュを発光させたくない時に。 { P .38) 



強制発光 

必ず発光させたい時に。 ( P .3 白） 

- 


遠景 

風景の撮影に。フラッシュは発光しません。 （ P .4 日） 

图 1 

夜景 

夜景をバックに人物を撮る時に。 ( P .41) 


5= 國@ 

赤目軽減夜景 

夜景時の赤目を軽減したい時に。 ( P .42) 


必ミ主意人や動物の目に近づけてフラッシュを発光させない 
でください。一時的に視力に影響を与えます。 































オート発光モード 

暗い時、フラッシュが自動的に発光しまず。 



广 確認）シャツターボタンを軽く巧した時、ファ 
インダーちの緑ランプが点灯していれ 
ば撮影でをます。 


フラッシュ撮影巧旨離囲(ネガカラーフイルム使用時) 


ISO 

worn ) 

T (望嵐 

100 

日.7〜 4.0m 

1.2-1.8m 

200 

日.7〜已 .7m 

1ぶ〜2.巳 m 

400 

日.7〜 8.0m 

1 .2〜3.6m 


•リノ ':ーヴルフイルム使巧時の遠距離側撮影巧 
能範囲は各々の70%程度とな0ます。 


緑ランプび遅い点滅をしている時は、フラッシュ充電中のためシャッターび切れません。 
一旦シャッターボタンから指を離し、数秒待ってから撮影してください。 
















の赤目軽減発光モード 

目が赤く写る現象を軽減します。 

本発光の前に10数回予備発光を行い、目が赤く写ってしまラ現象を起こり 
にくくしまず。 

予備発光をずるじ(がは才ート発光と同じでず。 


1 綺 1 、峨 1 

\ ' .1 

卜 

\碱 '聲 ( 

、\ — 一 —， [ 


. シャッターが切れるまで約1秒かかりますの 
で、最後までカメラをしっかり構えて < ださい。 

- iu 下の場合は、赤目軽減の効果が現われに 
< くなります。 

1.フラッシュを正面から見ていない場合 





2. 予備発光を見ていない場合 

3. 被写体までの距離び遠い場合 

また個人差によってち赤目軽減の効果げ異 
なります。 
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を)発光停止モード 

暗いところでも発光させたくない時に使います。 

このモードでは暗くてもフラッシュは光りません。フラッシュを使えない美 
術館や夕景、夜景などを撮影する時に使います。 



シャツタースピードび最長約1砂まで延長され 
ますのでカメラぶれを防ぐため云脚をご使用 
ください。動く被写体はぶれて写ります。写 
される人には動かないよラにごミ主意<ださい。 


-パワースイッチをスライドして日 FF にするとオート発光モードに戻ります。 










ち強制発光モード 

必ず発光させたい時に使います。 

強制発光モードはフラッシュを常に発光させるモードです。木かばなどで顔 
にかかった影をやわらばたい時や、逆光、堂光ななどの人工照明下での撮影 
の時などに使いまず。 



フラッシュ撮影可能範囲 (P.36) 内で撮影し 
てください。非常に明るい場所では効果び 
あ5われにくくなります。 


-パワースイッチをスライドして日 FF にするとオート発光モードに戻ります。 















A ® 遠景モード 

窓ガラス越しの風景、遠方の山や雲の撮影時などに使います。ピントは遠ち 
位置にセツトされます。 



-フラッシュは発光しません。 

. シャッタースピードは最長約1砂まで延長 
されますので、暗い時はカメラぶれを防ぐ 
ために云脚のご使用をおすすめします。 

シ ヤツ タースピードび逼 < なると動く被写 
体はぶれて写0ます。 


-パワースイツチをスライドして OFR こすると才ート発光モードに戻ります。 






回夜景モード 


夜景をバックに人物を撮る場合に背景を黒くつぶさずに人物ち夜景ち鮮やか 
に写せまず。 



パワースイッチをスライドして日 FF にする 
とオート発光モードに戻ります。 



シャッタースピードが最長約1砂まで延長されますのでカメラぶれを防ぐため云脚をご使用く 
ださい。動く被写体はぶれて写ります。フラッシュが光った後ち写される人には動かないよラ 
にごを意 < ださい。 

















回 <§> 赤目軽減夜景モード 

夜景をバックに人物を撮る場合に、目が赤く写る現象を軽減します。 

本発光の前に10数回予備発光を行い、目がホ<写ってしまラ現象を起こり 
にくくしまず。 

予備発光をずる L ソ外は夜景モードと同じでず。 



赤目軽減発光モード （P.37) と夜景モード 
(P.41) の1111内のま意事巧をご参照 < ださい。 


-バワースイッチをスライドして OFF にするとホ目軽減発光モードに戻ります。 








セルフタイマー/リモコン撮影のしかた 


モードの切り曾え方 

セルフ/リモコンボタンを巧すごとに 
ちの順に切り替わります。 

モードは液晶パネルに表示されます。 



表示 

モード 

衣 7 JV よし 


0 

セルフタイマー ( P .44) 

♦ 

1 

リモコン撮影 （ P .4 已） 
























( i ) セルフタイマー 
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-| セルフ/リモコンボタンを巧し、 
I . 液晶パみレに&を表示させます。 



〔確認 ）= 脚などにしっかり固定してくださし、。 


〇撮りたいものにカメラを向け、 
と.シャッターボタンを巧します。 



-カメラの前に立ってシャッターボタンを押さないでください。正しいピント-露出び得ちれません。 
' 撮霞を、セルフタイマーモードはお除されます。 

' 作動中のセルフタイマーを途中で中止したい時はセルフ/ U モコンボタンを巧度押してください。 






























I リモコン撮影 


- l セルフ/リモコンボタンを巧し、 
I ■ i を表示さはます。 


I 」モコンをカメラに向け、1」モコンのボタ 

2 ンを押すとおレフ/リモコンシグナルび 
.点滅し、約3秒後にシャツターび切れます。 



撮影終了後はセルフ / U モコンボタンを押 
してリモコンモードを解除してください。 



-この図の範囲内でご使用ください。 

-ピントはカメラ正面のちのに合います。 


-逆光時は U モコン撮影びでさないことびあります。その場合はセルフタイマーをご利用ください。 
• インバーター式堂光灯び近くにあると U モコン撮影びでさないことびあります。 
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リモコン （ RC - 300 C ) に関するご注意 


◎リモコンは幼児の手の届かないところに置 
いてください。また、万一飲み込んだ場合 
は、直ちに医師にご相談ください。 

© U モコンは生活防水ではありません。姑ら 
さないよラにごミ主意ください。 

◎水中での使用はできません。 

◎無理な力を加えないでください。 

◎ U モコンを分解したり、加熱•火中に投入 
することは危険ですので、絶対にしないで 
くださし、。 

◎水洗いをしないでください。 

◎使用可能温度は、一]日て:〜4ぴ C です。 


リモコンをソフトケースに入れる場合 



ソフトケース内側、側面の UE コン収納袋 
を取り出し、図の向をに入れてください。 
逆に入れるとボタンを押したままの状態と 
なり、電池が消耗することげあります。 






電池父換のしかた 

ボタンを押してちセルフ/ U モコンシグナルび点滅しない場をは電池 ( CR 2 日3日）を交換してください。 



① U モコンを裏返し、裏面の 
ネジを反時計方向に回しな 
がら、取り出します。 



® リモコンの表面を上にし、 
表面のふたを開けます。 

③電池の®面を上にして、 
樞状と線状の金属接片の間 
に挟み込みます。 



④表面のみたを載せ、リモコン 
を裏返し、ネジを時計方向 
に回して締めます。 





日付(クオーツデート)操作ボタンの使い方 
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MODE ボタンを押して、写し込みたい表示を 
選びまず。 




写し込みなし 

年 

月 

曰 

月 

曰 

年 

曰 

月 

年 

曰 

時 

分 


MODE ボタンを押すにびに、表おが上図の順に変わり 
ます。 


電源はカメラ本体の電池と共用で 
す。カメラ本体の電池交換時に 
は、おず曰巧-時分を確認、修正 
して < ださい。 

曰付は画面のち下に写し込まれま 
す。曰付の写る位置に白-オレン 
ジ-黄色などの明るい色びある 
時、日付が読み取りにく<なるこ 
とびあります。規定枚数を超えて 
撮影したコマには曰付が写し込ま 
れない場合びあります。白黒フィ 
ルムには曰巧は写りません。 
パノラマモードでは、曰付•時分 
を写し込むことはでをません。 

































日付-時分の合わせかた 


] MODE ボタンを巧し続け年表 
I .示を点滅させまず。 



〇 SET ボタンを巧して年表示を 
と.合わせます。 



1回巧すと1進み、押し続けると早送りびでをます。 
行さすざた時はそのまま巧し続けると戻0ます。 

• 電;也を入れた時にはおず曰付.時分を合わせて<ださい。 






































もう一度、 MODE ボ SET ボタン、 MODE ボタ 


a タンを押し、月表示 
を点滅させます。 


4 ンを押す操作を繰り返 
-し、時•分まで合わせまず。 


5 MODE ボタンを巧す 
-と完了です。 



MODE ボタンを押すごとに 
点滅箇所は年-月•曰-時- 
分と変わります。 




J 

\ 

巧 &が 

(IARTZDA1 、 

W 'E e T 

CJ) の 

V cDi 

ノ 


- - - 



〇1認;) 分表示が点ミ威してい 
ます。 



年月日表示になります。 

写し込みたい表示を選びま 
す。 （P.48) 






















































Q :力;ラ本体の電池はどの位ちちますか。 

A : U チウム電池 ( CR 2) で約]日本 (24 枚撮 
D 、 フラッシュ使用率已0%その他当社試 
験条件による)の撮影がでさます。フラッ 
シュおよびズーム使用頻度がかない場合 
は、さらに長持ちします。 

Q :露出-ピントはいつ測定されるのですか。 

A :シャッターボタンを半押しした時に測定 
され、半押ししている間固定されます。 

Q :フラッシュが熱くなるのですが。 

A :連続してフラッシュ撮影するとフラッシュ 
部び熱くなることびありますのでかし休 
ませてか5ご使用ください。 


Q :赤がフィルムは使えますか。 

A :使えません。 

日：パノラマ撮影した時に、フイルムに写し 
込まれる範囲が、コマによって異なるこ 
とがあるのですび。 

A :パノラマ撮影時にズームを使用するとフィ 
ルムに写し込まれる範囲はをか変化しま 
す。パノラマプリントの際、ファインダー 
で見える範囲でちプリントされない部分 
びでるおそれがあるので構図には余裕を 
ちってくださし、。 


その他 


已] 


取り扱い上のご注意 


已2 



直射曰光下の車の中や夏の海岸 
など、局温多湿の場所しカメフ 
を放置しないで < ださい。 


戸棚や引さ出しに使われている 
ホルマ U ンや防虫剤のナフタ U 
ンか b 離して保管してください。 

水気びついた日すぐに乾いた巧 
で水分を拭を取りましよラ。特に 
塩分は禁物です。修理不可能に 
なることびあります。 

カメラを清掃する時アルコール 
やシンナーなど、有機溶剤を使 
用しないで < ださい。 



テレビ-冷蔵庫などの電気製品 
の上や近くに置かないでくださ 
し、。 


ミ尼や砂をかぶ b ないよラごま意 
ください。修理不可能になるこ 
とびあ0ます。 


強い振動やシヨックを与えない 
で < ださい。 


ズームレンズに無理な力を加え 
ないで < ださい。 
















参風通しのよいところに置いてください。湿気の多 
し、時期にはビニール袋などに乾燥剤と一緒に入れ 
ておくと安全です。 

♦使用可能温度は一1日む〜+40むですび、低湿で 
は電池性能の劣化によりカメラび作動しないこと 
びあじます。 

•毒い戸外か日熱い室内に入るなど、急激に温度び 
変わった時は、カメラを室内の温度になじませて 
か日ご使用ください。 

•カメラ前面の AF 測距部-レンズ-ファインダー- 
フラッシュ発光部などを髪や手でふさびないでく 
ださい。 

♦長時間使用しないと、カビびはえたり、故障の原 
因になることびあります。時々シャッターを切る 
よラにし、また使用前には作動点検されることを 
おすすめします。 


参飛行機をご利用されるとさは、フィルムの感度 
にかかわ5ず未現像フィルムやフィルムの入っ 
たカメラは、機内にお持ち込みください。預け 
入れ荷物に入れた場合、X線検査で感光してし 
まラことびあります。また、手荷物検査の際に 
をフィルムび入っている場合は、検査官に伝え 
てX線の照射を避けてください。 

♦このカメラはマイク□-コンピューターによって 
制御されています。マイク□-コンピューターの 
特性としてさわめてまれにカメラび作動しなく 
なります。万一このような状態になった時は、 
電池をいったん取り出し、入れ直してカメラを 
作動させて<ださい。また極端な高電界下では 
電子回路び動かなくなることびあります。この 
よラな時は影響びなくなるまで離れてお使いく 
ださい。 

♦業務用または過酷な条件での使用はおすすめで 
さませか。 


A 警告 

A 警告 
A 警告 


電池に関するご注意 


電池は正しく使いましよラ。誤った使 
い方は液をれ•発熱-破損の原因となり 
ます。交換する時は、指定された電池 
を®)©の向をに注意して正しく入れて 
<ださい。 

電池をショートさせたり、分解や充電 
をしたり、火の中に入れると破裂•発 
火の恐れがあります。 

電池は幼児の手の届かないところに置 
いて < ださい。また、万一飲み込んだ 
場合は、直ちに医師にご相談ください。 


•電池は、一般に低温になるにしたがって 
一時的に性能び低下します。毒;令地で使 
用する時は、力;ラを防毒具や衣服の内 
側に入れるなどして保温しながら使用し 
てください。なお、低温のために性能の 
低下した電池は、常温に房ると回復しま 
す。 

•電池の©©極が汗や油で;'ちれていると、 
接触不良をおこす原因になります。乾いた 
巧で良くふいてから使用してください。 

•長期間の旅行などには、予備の新しい電池 
を巧意することをおすすめします。特に海 
外では地域によって入手困難なことがあり 
ます。 




•力;ラを長時間使わない時は、液ちれの 
危:険があ0ますので、電池を力ラから 
取り出して、20む！; TF の湿度の低し、と 
ころに保存してください。 

•電池に記載されているま意事項を守って 
<ださい。 

•ご使用済みの電池は一般廃棄物として、各 
自治体の指示に従って処理してください。 


已己 


修理に出す前にお確かめください 


操作上のトラプル 


こんな時には… 

原因 

こつ しまし よつ 

参晤ぺ-ジ 

カメラび動かない。 

①電源び OFF が態になっている。 

©電池の向さび正しくない。 

③ 電池の容量び十分でない。 

④ 寒さで電池の性能び一時的に巧下した。 

① バワースイッチをスライドして ON に 
して < ださい。 

② 電池を正しく入れ直してください。 

③ 新しい電池を入れて<ださい。 

④ カメラを保温しなびら使巧して < ださい。 

吕己 

18 
] 白 


⑥撮り終わって巻さ民されたフィルム 
び入ったままになっている。 

©フィルムを取り出してください。 

3 吕 


©フィルムび正しく入っていない。 

©フィルムををう一度入れ直してください。 

22 

液晶表示び突然消えて 

①液晶表示は何ち操作をしないと4分 

①パワースイッチをスライドして OFF に 

2己 

しまつに。 

30砂でミ肖なします。 

し、再度 ON にするか、 ズームレバー 
を操作ずると液晶表おび点むします。 
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こんな時には… 

原因 

こつ しまし よつ 


リモコンを巧してもシャッ 
ターび切れない。 

① U モコンモードにしてから、約20分 
たつと液晶表示び消え、リモコンで 
はシャッターび切れなくなります。 

③リモコン電池の容量び十分でない。 

①ズームレノ く一を操作して液晶表示を再 
点なさせてください。 

霞新しい巧]ン電池 ( CR 202 日)と交換してくたでい。 

4已 
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緑ランプが点滅して、 
シゎッターが切れない。 

①撮りたいものから WIDE 時 
上、 TELE 時 1.2 m け上離れていなし、。 
霞フラッシュ充電び完了していない。 

① 撮影範囲内 （ WIDE 時0.7 m 政上 、 TELE 
時1 .2 miU 上)で撮影して < ださい。 

② 一度シャッターボタンから指を離し、 
充電び完了するまで数砂待ってから撮 
影してくださし)。 

2白 

3己 

暗いのにフラッシュが 
発光しなし)。 

① フラッシュモードび発光停止または遠 
景モードになつている。 

② 高感度フイルムを使用している。 

① 発光停止または遠景モード(外のモー 
ドにして < ださし、。 

② フラッシュのモードを強制発光モード 
にセットして<ださし、。 

3已 

3白 

ファインダーびボケて 
いる。 

①視度調節ダイヤルびずれている。 

①視度調節ダイヤルを八ッキ1」見える位 
置に合わせてくださし、。 

12 










写真のでをび良くない場合 
こんな時には… 


ピントの合つていない 
写真びでさた。 


原因 


シャッターボタンを巧す時にカメラ 
び動いてしまった。 

ピントを合わせたいちのびオート 
フオーカスの測距範固からはずれて 
いた。 

レンズや AF 測距部び巧れていた。 

AF 測距部を指などでおおってしまった。 

最短撮影距離 ( WIDE 時 C ).7 m 、 TELE 時 
1 .2 m ) よりち近くで撮影してしまった。 
セルフタイマー撮影でカメラの直前 
に立ってシャッターボタンを押した。 
次のよラなピントの合いにくい被写体を撮影した。 

-コントラストのない被写体 
-織線のない被写体 

-画面の一部に極端に明るいちのびある被写体 
-遠いちのと近いちのび共存する被写体 
•繰0返し模様の被写体 
-強い逆光の巧写な 


こラしましよラ 

参照べ-ジ 

力;>^ラを正しく構え、シャッターボタ 

吕〇 

ンを静かに巧してください。 


ピントを合わせたいをのを画面中央に持って 

27 

くるか、または、そのままの状態で、レ U —スポタ 


ンを半巧しにし、構図を決めて撮影してくださし、 


レン又 AF 測距部をきれし)にしてください。 

8 

カメラを正しく構えて測距部を指など 

吕〇 

でおおわないよラにしてください。 


WIDE 時0.7 m 、 TELE 時 1.2 m が上離 

29 

れて撮影して < ださし、。 


カメラの前に立たず、ファインダーをのぞき 

44 

なびらシャッターボタンを押してください。 


被写体と等距離にあるをのでピントを 

21 

合わせて撮影して<ださい。 

27 

また、風景や遠くの物を写す場合は遠 

30 

景モードで撮影してくださし、。 

40 







こんな時には… 

原因 

こつ しまし よつ 

善!ベ-ジ 

できあびった写真び暗い。 

①フラッシュを指などでおおってし 

まっに。 

①カメラを正しく構え、フラッシュをお 
おわないよラに気をつけてください。 

20 


⑤撮りたいおのびフラッシュ撮影可能 
範囲よりを遠くにあった。 

②フラッシュ撮影可能範囲内で撮影して 
<ださい。 

3己 


⑤フラッシュび発光停止モードになって 
いた。 

態で撮影した。 

⑤フラッシュび発光するモードにセット 
して撮影してくださし、。 

④強制発光モードにして撮影してください。 

3已 

曰付び写し込まれていな 

①モードび写し込みなし r - J になっ 

①写し込みたいモードをセットしてくだ 

48 

い得り化みびうずし、)。 

ていた。 

さい。 



③日付の写る位置に、白.オレンジ • 
黄色などの明るい色びあった。 

③日付の写る位置になるべく明るいもの 
びこないよラに撮影してください。 

48 


感バノラマモードで撮影した。 

⑤バノラマモードでは日付は写りませ 
ん。標準モードで撮影してください。 

33 

室内で写した写真の色 
びおかしい。 

①照明の色び影響した。 

①フラッシュのモードを強制発光モード 
にセットして撮影してください。 

39 










アフターサービスについて 


◎保証書はお買い上げの販売店からお渡しいたしますので r 販売店名-お買い上げ曰」等の記入されたちのをお受け取りくだ 
さい。もし記入ちれびあった場合は、直ちにお買い上げの販売店へお申し出ください。また保班内容をよくお読みの上大切 
にな管して < ださい。 

◎本製品に関ずるお問い合わせは才 U ンバスカスタマーサポートセンターに、修理に関ずるお問い合わせはオリンバス岡谷 
修理センターにご相談くださし、。 

◎万一故障した場合には、ご購入された販売店にお持込みいただくか、直接オリンバス岡谷修理センターにお送りください。 

使巧説明書などにしたびったお取り扱いにより、本製品び万一故障した場合は、お買い上げ曰より満1年間「1果詔書」記載 
内容に基づいて無料修理いたします。 

修理品をご送付の場合は、修理箇所を指示した書面を同封し、十分な個包でお送りください。 

また控えび残るよう、宅配便や書留小包のご利巧をお願いいたしまず。 

©保記期間経過後の修理等については原則として有料となりまず。 

◎当力>^ラのお修巧性能部品は、製造巧ち切り後日年間を目安に当社で保ちしています。したびって本期間中は原則として 
修理をお受けいたします。 

なお、期間後であっても修理可能な場合ちありますので、お買い上げの販売店または才 U ンバス岡谷修理センターにお問い 
合わせください。 

◎本製品の故障に超因する付随的損害(撮影に要した請費用、および撮影により得られる利なの損失など）については補償し 
かねます。 

また、な認期間の内がを問わず、修理時の運賃諸掛かりはお客様においてご負担願います。 


オリンパスカメラクラブのご案内 


才 U ンバスカメラクラブでは、才 U ンパスカメラおよびレンス愛用者の組指!です。 

才 U ンバスカメラクラブに入会しますと 

1. 会報誌才 U ンパスフォトグラフィをお届けします。 

2. カメラクラプ主催の撮影会、写真教室などにを加で定ます。また才 U ンバスび実施する催物に優先的に参加でをます。 

3. オリンバスフォトグラフィの誌上コンテスト等、作品を寄稿し発表することができます。 

4. 作品巧信指導などを黃けることびでさます。 

已.カメラクラブのま部ミき動に参加することびでをます。 

已.ご愛用カメラ•レンスの修理料金び特別割引になります。（ただし、才 U ンバス岡谷修理センターに送付(送料本人負担)いただいた場合のみ 
有効です。） 


才 U ンパスカメラクラフに入会するには，才 U ンパスカメラおよびレンスご愛用者はどなたでを入会することびでさます。 

入会のお申込みは、カメラクラフ専用申込票(預金□座振曽書）をご利用ください。 

また、郵便振込(振替□座ま号東京00160 -9-1 8574ズイコーニュース編集室巧)をご利用でさます。お申込みは常時黄がけてお0ます。 


入会金（申込金、新入会時のみ） . 800円 

会費（購読費）1年分 . . 4.200円 


It 已.000円 


才 U ンバスカメラクラプの所在地 (日曜 • 巧日および年ま年始定が） 

才 U ンパスカメラクラプ/ズイコーニューズ編集き 
于101 -0052 東京都千代田区巧田か J 11町1 T 目3き1号 / J リ I |の兰井ビル 
電話 03(329 吕 )1 白33営業時間10:00〜1狂00 


2003年12月旧お在 








主な仕様 


お式 

38〜160 mm ズームレンズ内蔵3已 mm 全 

セルフタイ7— 


自動オートフォーカス式レンスシャッター 

U モコン 

使巧フィルム 

35 mm フイルム （ J に J 1 35パト□-ネ） 

フィルム感度 

画面サイズ 

24 x 3 日 mm 


レンズ 

オリンバスレンズ38〜160 mm F 己.7〜 12.3 

8群10巧 


シャツター 

プ□グラム電子シャッター 


フアインダー 

標準/パノラマ切替式、実像式ズームファイ 

フィルム装度 


ンダー（オートフォーカスマーク、近距離補正 

フィルムきき上げ 


マーク、緑ランプ、視度調節付） 

フィルム齡民し 

ピント調節 

パッシブち式マルチオートフォーカスフォー 
カス□ック可能近距離警告時レ U —ズ□ック 
ピント調節範囲 ： WIDE 0.7 m 〜 m 



TELE 1 .2 m~oo 

フラッシュ 

露出調整 

プ□グラム式電子シャッターによる自動露出調整 
自動調節範囲 

WIDE : EV 5( F 5.7-1 S )~ EV 17 (F 17,7 '1/4103) 
TELE : EV 7.2( F 12.3.1 S )〜 EV 19( F 38.5‘1/355 S ) 


62 コマ数計 

順算式液晶パネル表示 



電子セルフタイマー約12秒 
赤外線リモコン（ディレイ時間約3秒） 

DX コード自動設定 

ISO 已〇〜1600 

や間旧〇値はあ感度側へ 

に0 50未満および DX コードのないフィルム 

は、 ISO 10日にセット 

才ート□-ディング式（自動空送り機能付） 

自動巻き上げち式 

自動巻を戻しち式（フィルム巻さ上げエンド 
検出による自動巻き戻し、きき戻しボタンに 
よる強制巻を戻し可能、フィルム巻さ戻し終 
了検出による自動停止） 

ビルトインフラッシュ充電時間約日砂（常温 
時、新品電池使用） 

フラッシュ撮影節囲 

WIDE : 0.7 m 〜4.0 m り SOI 日0ネガカラー） 
TELE : 1.2 m 〜 l.SmdSOl 日日ネガカラー) 
WIDE : 0.7 m 〜8.0 m (に04日0ネガカラー） 


乃ッシ1禮試-ド 

TELE :1 .2 m 〜3.日 m (に0400ネガカラー) 
オート発光（恆輝度時、自動発光） 

の(ホ目軽減発光、他は"才ート発光■と同じ） 
@(発光停止、シャッタースピード最長約1抄） 

V 備制発光） 

K ッテリ-チェック 
電源 

願、影備 t シャッタ-スピ-ド IMll 秒） 
回（夜養、シャッタースピード最長約1秒） 
回の麻目陵：廠養、シャッタースピード最爲リ秒） 
液晶パネルによる表示 
リチウム単セルに R 2) 

1本（交換可齡 

大ささ 
質量 

幅111.巳 mmx 高さ 62 mmx 厚さ48.日 mm 

23已 g 屬池別） 


■クオーツデートのをな仕様 

写し込みデータの種類 ①写し込みなし⑤年月日 

⑤月日年④日月年⑥曰時分 
写し込みデータの外部表お液晶バネルに常時表示 
自動カレンダー機能 2( D 4 □年まで自動修正 


フイルム種類別セット 自動設定 

電源 カメラ本体と共用 


■リモコン ( RC - 300 C ) の仕様 
ホが線 U モコン 

電池交換式 に R 2 日251個使用） 

電池寿命 約已年 

使用回数 約2万回 

作動範囲 約已 m 

大をさ 33 mm X 56 mm x 7 mm 

質量 11旨（電池別） 

が観-仕樣は改善のため予告なく変更することがありますの 
で、予めご了承ください。 


己3 


OLYMPUS 

オリンバス株ぶ会な 

干1日 3-0 目14東京都新宿区西新宿己 T 目3塞1号新宿モノリス 


-穀品に関ずるお問い合わせ先- 

@フリーダイヤル 0120 —08421 5 
携帯電話. PHS からは 042巨一 42— 7499 

FAX わ、らは 0426 -42-7486 

◎才 U ンパスカスタマーヴポートセンター ◎ 
営業時間平日 日： 30〜 2] : 0日 

± .日-祝日10 : 00-18 : 00 

(年末年始、システムメンテナンス曰を除く） 


X —修理に関するお問い合わせ、修理品ご送付先一 N 

く TEL 〉 02 巨 6— 2 巨一 0330 
< FAX > 02 巨巨一 2 巨一 2011 

干3目 4-0083 長野県岡谷市長地柴宮 3-1 已 -1 

オリンパス岡谷修理センター 

営業時間曰： 00〜] 7: 00 

(± ■曰-祝曰及び弊社休曰を除く） 


CS0 279000000 -⑤ 
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